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ス
ハ
ル
ト
体
制
の
下
で
は
、
政
治
の
世
界
だ
け

で
な
く
経
済
運
営
に
お
い
て
も
、
ス
ハ
ル
ト
に
最

終
的
権
限
が
集
中
し
た
統
治
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
ハ
ル
ト
の
辞
任
と
と

も
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
崩
れ
去
り
、
ス
ハ
ル
ト
が

束
ね
て
い
た
経
済
の
監
督
権
限
は
分
野
ご
と
に
分

散
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ま
で
ス
ハ
ル
ト
の
開
発
政

策
に
し
た
が
う
限
り
保
護
さ
れ
て
い
た
シ
ス
テ
ム

内
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
リ
ス
ク

を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
権
限
の
一

極
集
中
か
ら
多
極
分
散
へ
、
保
護
か
ら
リ
ス
ク
分

担
へ
と
、
民
主
化
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
シ

ス
テ
ム
は
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。

●
ス
ハ
ル
ト
期
の
経
済
シ
ス
テ
ム

　

ま
ず
、
変
化
前
の
状
況
を
や
や
単
純
化
し
て
見

て
お
こ
う
。
ス
ハ
ル
ト
体
制
下
で
は
、
実
体
経
済

の
運
営
に
お
い
て
も
経
済
政
策
の
形
成
に
お
い
て

も
、
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
自
身
が
最
高
意
思
決
定
者

と
な
っ
て
い
た
。
各
分
野
に
は
ス
ハ
ル
ト
の
意
を

汲
ん
だ
代
理
人
が
い
て
、
彼
ら
が
そ
の
分
野
に
お

け
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
管
理
と
運
営
に
当
た
っ
て
い

た
。
代
理
人
を
介
さ
ず
に
ス
ハ
ル
ト
自
身
が
直
接

プ
レ
イ
ヤ
ー
に
指
示
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の

経
済
シ
ス
テ
ム
は
、「
開
発
」
の
推
進
と
い
う
目

的
に
沿
っ
て
意
思
決
定
を
行
う
ス
ハ
ル
ト
、
そ
の

代
理
人
、
決
定
に
し
た
が
っ
て
行
動
す
る
プ
レ
イ

ヤ
ー
か
ら
成
る
、
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
構
造
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ス
ハ
ル
ト
は
ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
頂
点
に

あ
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
内
の
異
な
る
系
統
を
束
ね
る

唯
一
の
要
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
時
に
よ
っ
て
使
い

分
け
る
バ
ラ
ン
サ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

こ
こ
で
は
、
経
済
運
営
に
か
か
わ
る
三
つ
の
系
統

が
あ
っ
た
と
考
え
よ
う
。
第
一
は
、
経
済
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
思
想
を
も
っ
て
国
産
化
を
推
進
す
る
テ

ク
ノ
ロ
ー
グ
（
技
術
官
僚
）
と
彼
ら
が
運
営
す
る

国
営
企
業
群
で
あ
る
。
第
二
は
、
市
場
重
視
の
経

済
自
由
主
義
思
想
を
持
つ
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
で
あ

る
。
彼
ら
は
、
特
定
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
指
図
す
る

こ
と
を
是
と
せ
ず
、
外
資
を
含
む
す
べ
て
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
行
動
の
自
由
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
第

三
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
利
を
重
視
す
る
民
間
部
門

の
商
人
・
企
業
家
で
あ
る
。
ス
ハ
ル
ト
は
、
し
ば

し
ば
代
理
人
を
介
さ
ず
に
彼
ら
に
優
先
す
べ
き
投

資
先
を
指
南
し
、
利
権
を
配
分
し
た
。
そ
の
中
か

ら
、
ま
ず
華
人
企
業
家
が
成
長
し
、
後
に
ス
ハ
ル

ト
家
を
は
じ
め
と
す
る
プ
リ
ブ
ミ
（
先
住
の
マ

レ
ー
系
住
民
）
企
業
家
が
台
頭
し
た
。

　

第
一
と
第
二
の
系
統
は
、
経
済
運
営
の
表
舞
台

で
政
策
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
た
。
第
三
の
系
統
は
、

政
策
と
し
て
は
現
れ
に
く
く
、
舞
台
裏
で
や
り
と

り
さ
れ
た
。
系
統
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ

の
代
理
人
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
ス
ハ
ル
ト
の
意
図
す

る
「
開
発
」
目
的
に
し
た
が
っ
て
行
動
す
る
限
り

暗
黙
裡
に
保
護
さ
れ
存
続
を
保
証
さ
れ
て
い
た
の

が
、
ス
ハ
ル
ト
期
の
経
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

●
一
極
集
中
か
ら
多
極
分
散
へ

　

ス
ハ
ル
ト
の
辞
任
に
よ
っ
て
こ
の
経
済
シ
ス
テ

ム
か
ら
頂
点
に
位
置
す
る
ス
ハ
ル
ト
が
姿
を
消
し

た
。
す
る
と
、
各
分
野
で
権
限
を
手
中
に
し
て
き

た
ス
ハ
ル
ト
の
代
理
人
に
民
主
化
勢
力
の
批
判
が

向
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
代
理
人
も
排
除
さ
れ
る
か
、

特
権
的
地
位
を
剥
奪
さ
れ
て
い
っ
た
。
代
わ
っ
て
、

分
野
ご
と
に
監
督
や
調
整
を
行
う
機
関
が
置
か
れ

る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
か
つ
て
ス
ハ
ル
ト

が
一
手
に
束
ね
て
い
た
権
限
は
、
各
分
野
の
調
整

機
関
に
分
散
し
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
新
し
い
機

関
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
分
野
も
多
く
、
そ
こ
で

は
経
済
活
動
の
混
乱
が
長
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

重
工
業
・
鉱
業
の
国
産
化
を
推
進
し
て
き
た
国

佐
藤
百
合

特 集特 集

経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
貌
─
権
限
集
中
か
ら
分
散
へ
、保
護
か
ら
リ
ス
ク
分
担
へ
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営
企
業
部
門
で
は
、
ス
ハ
ル
ト
時
代
最
強
の
テ
ク

ノ
ロ
ー
グ
、
ハ
ビ
ビ
技
術
担
当
国
務
相
が
長
を
務

め
た
戦
略
産
業
管
理
庁
（
航
空
機
・
造
船
・
鉄
鋼
・

産
業
機
械
・
武
器
な
ど
の
国
営
企
業
一
〇
社
を
管

理
）
は
、
曲
折
の
末
二
〇
〇
二
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

イ
ブ
ヌ
・
ス
ト
ウ
ォ
初
代
総
裁
の
時
代
以
来
、
石

油
産
業
を
管
理
し
て
き
た
石
油
公
社
プ
ル
タ
ミ
ナ

は
、
管
理
権
を
持
た
な
い
一
事
業
会
社
に
格
下
げ

さ
れ
、
代
わ
っ
て
管
理
権
を
持
つ
新
機
関
が
政
府

内
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ル
タ
ミ
ナ
も
含
め
て

全
て
の
国
営
企
業
は
、
一
九
九
八
年
に
発
足
し
た

国
営
企
業
担
当
国
務
大
臣
府
が
収
益
性
の
観
点
か

ら
監
督
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

民
間
企
業
部
門
で
は
、
ス
ハ
ル
ト
と
直
接
的
な

関
係
に
あ
っ
た
有
力
プ
レ
イ
ヤ
ー―

ボ
ブ
・
ハ

サ
ン
、
サ
リ
ム
、
ス
ハ
ル
ト
の
三
男
・
長
女
な
ど

の
各
企
業
グ
ル
ー
プ―

が
企
業
債
務
や
汚
職
の

廉
で
排
除
さ
れ
た
。
代
わ
っ
て
、
ス
ハ
ル
ト
時
代

に
は
影
の
薄
か
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議
所

（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
）
が
、
財
界
の
利
益
を
代
表
し
て

政
府
・
国
会
に
異
議
申
し
立
て
や
政
策
提
言
を
行

う
機
関
と
し
て
表
舞
台
に
立
ち
現
れ
て
き
た
。

　

権
限
の
一
極
集
中
シ
ス
テ
ム
が
解
除
さ
れ
た
後
、

あ
る
分
野
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
た
の
か
を

石
油
産
業
の
例
を
用
い
て
示
し
た
の
が
図
１
で
あ

る
。
旧
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ス
ハ
ル
ト
の
代
理
人
た

る
プ
ル
タ
ミ
ナ
が
ス
ハ
ル
ト
の
石
油
開
発

目
的
に
沿
っ
て
外
国
・
地
場
民
間
石
油
会

社
と
契
約
を
結
ん
で
生
産
を
管
理
し
た
。

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
一
見
し
て
わ
か
る
よ

う
に
、
政
府
内
の
権
限
関
係
が
分
散
化
し

た
。
鉱
業
権
の
行
使
主
体
は
プ
ル
タ
ミ
ナ

か
ら
新
設
の
二
政
府
機
関
に
移
っ
た
も
の

の
、
二
機
関
は
プ
ル
タ
ミ
ナ
と
同
等
の
強

力
な
権
限
を
行
使
し
得
ず
、
二
機
関
を
監

督
す
る
大
統
領
も
多
方
面
か
ら
影
響
を
受

け
る
。
結
果
と
し
て
、
政
府
の
石
油
会
社

に
対
す
る
交
渉
力
は
弱
ま
り
、
生
産
・
投

資
の
管
理
が
効
か
な
く
な
り
、
石
油
の
大

幅
減
産
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。

●�

暗
黙
裡
の
保
護
か
ら
リ
ス
ク

分
担
制
度
へ

　

ス
ハ
ル
ト
型
統
治
に
し
た
が
う
限
り
各

プ
レ
イ
ヤ
ー
に
与
え
ら
れ
て
き
た
保
護
は
、
新
し

い
経
済
シ
ス
テ
ム
で
は
リ
ス
ク
分
担
の
原
則
に

と
っ
て
替
わ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
点
を
、
重
点
的
な
改
革
が
行
わ
れ
た
銀
行

業
（
国
営
・
民
間
銀
行
双
方
を
含
む
）
の
例
で
見

て
み
よ
う
。
銀
行
業
で
は
、
監
督
制
度
の
刷
新
、

国
際
基
準
に
則
っ
た
銀
行
監
督
の
強
化
、
預
金
保

険
制
度
の
導
入
が
実
行
さ
れ
た
。
ス
ハ
ル
ト
時
代

に
は
、
中
央
銀
行
は
、
大
統
領
、
内
閣
、
大
蔵
省
、

通
貨
委
員
会
と
い
う
権
限
序
列
の
下
位
に
置
か
れ
、

単
独
の
権
限
を
も
っ
て
商
業
銀
行
を
監
督
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
新
制
度
で
は
、
中
銀
は
行
政
か

ら
の
独
立
性
を
保
証
さ
れ
、
銀
行
の
営
業
許
可
の

発
行
・
取
消
し
、
制
裁
措
置
を
含
む
監
督
権
を
単

独
で
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
前

述
し
た
ス
ハ
ル
ト
一
極
統
治
の
瓦
解
、
新
し
い
監

督
機
関
の
登
場
と
い
う
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化
の

銀
行
版
と
い
え
る
。

　

こ
の
変
化
の
結
果
、
中
銀
は
銀
行
監
督
を
強
化

し
、
ス
ハ
ル
ト
時
代
に
は
皆
無
に
近
か
っ
た
銀
行

の
閉
鎖
を
も
辞
さ
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態

を
受
け
て
、
各
銀
行
は
貸
出
審
査
や
リ
ス
ク
管
理

に
取
り
組
み
始
め
た
。
ま
た
、
か
つ
て
暗
黙
裡
に

保
証
さ
れ
て
い
た
預
金
者
の
資
産
は
、
預
金
保
険

制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
制
度
的
な
全
面
保
証
に
変

わ
り
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
は
預
金
者
も
リ
ス
ク
の

一
端
を
負
う
ペ
イ
オ
フ
制
度
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
銀
行
融
資
を
受
け
る
企
業
の
側
に
お
い

て
も
、
政
府
や
国
営
銀
行
が
有
力
企
業
の
支
払
い

不
能
を
救
済
し
て
く
れ
る
事
実
上
の
政
府
保
証
は

も
は
や
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
銀

図１　石油産業におけるシステム変化
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〔スハルト体制下の旧システム〕

外国・地場民間
石油会社

エネ鉱省

（出所）筆者作成。
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行
、
預
金
者
、
企
業
が
暗
黙
裡
に
存
続
を
保
証
さ

れ
資
産
を
保
護
さ
れ
て
い
た
時
代
は
終
わ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
リ
ス
ク
を
担
う
制
度
に
移
行
し
た
の
で

あ
る
。
旧
経
済
シ
ス
テ
ム
に
内
部
化
さ
れ
て
い
た

ス
ハ
ル
ト
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
保
証
機
能

は
、
政
府
に
よ
る
限
定
的
保
証
と
各
プ
レ
イ
ヤ
ー

に
よ
る
リ
ス
ク
分
担
の
制
度
と
し
て
外
部
化
さ
れ

た
と
い
え
る
。

●
解
き
放
た
れ
た
三
本
の
手
綱

　

こ
う
し
て
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
保
証
機
能
が
な

く
な
っ
た
う
え
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ー
グ
・
国
営
企
業

群
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
、
財
界
の
企
業
家
と
い
う

三
つ
の
異
な
る
系
統
は
、
バ
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
手

綱
さ
ば
き
を
し
て
く
れ
て
い
た
ス
ハ
ル
ト
を
失
っ

た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
に
ど
の
よ
う

な
変
化
が
起
き
た
だ
ろ
う
か
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ー
グ
と
国
営
企
業
群
に
と
っ
て
ス
ハ

ル
ト
は
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
か
ら
の
批
判
を
抑
え
、

経
済
合
理
性
を
時
に
度
外
視
し
て
も
国
産
化
を
後

押
し
し
て
く
れ
る
強
力
な
後
ろ
盾
で
あ
っ
た
。
旧

経
済
シ
ス
テ
ム
な
く
し
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
唯
一

の
航
空
機
製
造
会
社
も
一
貫
製
鉄
所
も
、
高
水
準

の
原
油
生
産
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
実
現
で
き
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
シ
ス
テ
ム
の
変
貌
を

経
て
、
国
営
企
業
群
は
リ
ス
ク
と
競
争
の
世
界
に

投
げ
込
ま
れ
た
。
戦
略
産
業
の
象
徴
で
あ
っ
た
航

空
機
製
造
会
社
は
二
〇
〇
七
年
、
つ
い
に
破
産
を

宣
告
さ
れ
た
。
一
貫
製
鉄
所
は
外
資
の
参
加
な
く

し
て
は
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
最
大
企
業
の
プ
ル
タ
ミ
ナ
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル

競
争
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
前
途
は
厳
し
い
。
そ
し

て
、
ハ
ビ
ビ
を
最
後
に
、
有
力
テ
ク
ノ
ロ
ー
グ
が

登
場
し
て
こ
な
い
の
が
、
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
あ
る
。

　

一
方
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
陣
営
も
、
シ
ス
テ
ム

変
化
の
影
響
を
免
れ
な
か
っ
た
。
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー

ト
の
牙
城
で
あ
っ
た
国
家
開
発
企
画
庁
（
バ
ペ
ナ

ス
）
は
開
発
予
算
の
配
分
権
を
失
い
開
発
企
画
機

能
だ
け
に
ス
リ
ム
化
さ
れ
、
大
蔵
省
・
中
銀
を
補

佐
し
て
マ
ク
ロ
経
済
を
共
同
運
営
す
る
立
場
に
再

編
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
配
置

は
分
散
し
た
が
、
た
だ
し
、
そ
の
役
割
自
体
は
健

在
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
ら
の
掲
げ
る
経

済
自
由
主
義
は
今
や
世
界
標
準
と
な
り
、
ス
ハ
ル

ト
の
後
ろ
盾
が
な
く
な
っ
て
も
政
策
立
案
や
企
業

経
営
の
大
前
提
と
し
て
新
シ
ス
テ
ム
に
浸
透
し
て

き
て
い
る
。

　

財
界
で
は
、
ス
ハ
ル
ト
の
手
綱
か
ら
解
き
放
た

れ
た
後
、
前
述
の
よ
う
に
、
政
策
形
成
に
影
響
を

与
え
る
業
種
横
断
的
な
代
表
機
関
が
表
舞
台
に
現

れ
た
こ
と
が
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
し
か
も
、
経

済
団
体
を
踏
み
台
に
し
て
、
行
政
府
・
立
法
府
入

り
を
果
た
す
企
業
家
が
中
央
に
も
地
方
に
も
増
え

て
き
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
中
か
ら
、
自
由
な
競
争

環
境
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
外
国
製
品
に
侵
食
さ

れ
な
い
国
内
産
業
を
い
か
に
振
興
す
べ
き
か
と
い

う
意
味
で
の
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
表
明
さ
れ

て
き
て
い
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ー
グ
か
ら
財
界
の
企
業

家
へ
と
、
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
思
想
の
発
現
者

が
移
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
主
化
後
の
経
済
シ
ス
テ
ム
の

変
化
は
、
経
済
自
由
主
義
が
広
く
浸
透
し
た
こ
と
、

後
ろ
盾
を
失
っ
た
テ
ク
ノ
ロ
ー
グ
・
国
営
企
業
が

退
潮
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
財
界
の
企

業
家
が
経
済
運
営
の
表
舞
台
に
登
場
し
経
済
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
肩
代
わ
り
し
始
め
た
こ
と
に
見

て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
新
し
い
経
済
シ
ス
テ
ム
の
課
題

　

民
主
化
後
の
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
経
済
自
由
主

義
と
リ
ス
ク
分
担
を
前
提
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
調
整
・
監
督
機
関
が
機
能
す
る
と
い
う
姿
を
現

し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
随
所
に
、
リ
ス
ク

分
担
制
度
や
新
し
い
調
整
機
関
の
機
能
不
全
が
散

見
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
林
業
、
食
糧
生
産
、
資

源
開
発
と
い
っ
た
土
地･

資
源
利
用
に
か
か
わ
る

調
整
機
関
や
、
企
業
の
退
出
・
再
建
の
ル
ー
ル
化

を
図
る
倒
産
法
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
労
使
関
係

な
ど
の
リ
ス
ク
分
担
制
度
は
、
経
済
活
動
の
正
常

化
の
た
め
に
整
備
が
急
が
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ス
ハ
ル
ト
体
制
下
に
較
べ
て
、
現
在
の
経
済
シ

ス
テ
ム
に
テ
ク
ノ
ロ
ー
グ
の
退
潮
と
い
う
特
徴
が

現
れ
て
い
る
点
は
、
今
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
産
業

技
術
の
向
上
を
図
る
う
え
で
懸
念
材
料
で
あ
る
。

一
方
、
財
界
人
と
財
界
団
体
の
表
舞
台
へ
の
登
場

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
経
済
に
新
た
な
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
も
た
ら
す
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
、

同
時
に
、
政
治
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
舞
台
裏
で
の
癒
着

関
係
を
制
御
す
る
工
夫
が
、
今
後
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

（
さ
と
う　

ゆ
り
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
）


